
Landslides誌（DOI１０．１００７／s１０３４６―０２１―０１６７４―w）に

掲載された，Huang et al.（２０２１）による標記論文では，

�川地震をはじめとする，中国の青海－チベット高原で
多発しているような，複雑な層構造を有する岩盤でのす

べり発生メカニズムの解明や震動特性を把握することを

目的として，大型１g場振動台を用いた模型実験を行い，

岩盤斜面の震動特性や進行性破壊特性について考察して

いる。模型斜面は，図－１に示すように，長さ３．４７m，

幅０．６８m，高さ１．２mの剛土槽の中に０．１m角のブロック

を３４°の傾斜で積み上げることで，典型的な岩盤斜面を模

した模型斜面を作成して，内部に加速度計を配置している。

実験結果から，図－２に示すように，斜面の標高が高

くなるにつれて水平方向の加速度増幅率（AAF―X）が

大きくなり，斜面の下部での垂直方向の加速度増幅率

（AAF―Z）が大きくなることを明らかにしている。また，

揺れが０．２g以上になると，斜面の天端周辺では非線形

応答を示し，岩盤の層構造が天端付近の水平方向の地震

増幅を支配することも明らかにしている。さらに，層構

造を有する岩盤斜面の地震地すべりの進行的な破壊は，

ステージ�の，入力加速度振幅が０．２g以下で，ブロッ
クの岩盤の走向を再現している接合部に並行な引張りク

ラックが生じ流程度の変形が生じる段階。ステージ�の
入力加速度振幅が０．３gで，引張りクラックの発達や，

新規のクラックが発生する段階。ステージ�の入力加速
度振幅が０．４５gに達し，多くのクラックが劇的に発生・

拡大して連続的となり，すべり面が進行的に形成され，

法肩などでの沈下，および所々での崩落が発生する段階。

ステージ�の既存クラックがさらに拡大すると同時に，

斜面の内側に伝播してすべり面となり大変形が生じる段

階の四つの段階に分けることができるとし，これらの各

段階の破壊の進展は，�川地震によって生じた現象を説
明することができると主張している。

これらの実験結果からの考察は，今後の更なる模型実

験や数値解析による検討を加えることで，地震による複

雑な層構造を有する岩盤の地すべり発生メカニズムの解

明や安定性評価に，新たな知見が加わり，防災・減災に

寄与することが期待される。

内容にご興味のある方は，是非論文を参照されたい。

図－１（元論文Fig．３，４）
模型斜面形状と加速度計の配置状況および剛土槽の外観
Huang et al.（２０２１）のFigs．３，４より転載（Springer承認済）

図－２（元論文Fig．６）
a～cは３０Hzの水平正弦波の振幅（a：０．０５g，b：０．１g，c：
０．２g）を変えて入力した際の増幅状況．dは０．１gの垂直正弦
波を入力した際の増幅状況．eは０．１gの�川地震の垂直波形
を入力した際の増幅状況．fは０．１gの�川地震波（１０倍圧縮）
を入力した際の増幅状況．Huang et al., ２０２１のFig．６より転
載（Springer承認済）
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